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 ドイツのフリードリヒ・メルツ首相は首相就任直後の本年 5 月 14日の議会演説で「ド

イツ軍を通常兵器の分野で欧州最強の軍隊にする」と述べた。軍備増強の方針は、ロシ

アのウクライナ侵攻以降の NATOで合意された防衛力強化方針に沿っているとは言え、

メルツ首相のこの発言は世界の地政学の激動を反映していると言えよう。本稿では、ド

イツの防衛政策の変化と我が国の防衛政策への影響を考えてみたい。海外からの投資を

促進し安定した経済発展を図る上で、我が国の安全保障はきわめて重要なことだからだ。 

 

 ドイツでは、2024年 11 月にショルツ首相の SPD、FDPと緑の党の三党連立政権が崩

壊した。2025年 2月に連邦議会の総選挙が実施され、CDU・CSUと SPDによる連立政

権が 5 月に成立した。CDU のメルツ新首相は、SPD のクリングバイル副首相兼連邦財

務相とともに、両政党の政策合意内容を推し進めている。 

 2022 年 2 月のロシアによるウクライナ侵攻を受けて、同年 5 月には対ロシアの防衛

のための NATO合意が成立し、ドイツも合意に従い、防衛体制の一層の強化を推し進め

てきた。同合意では、国防費の下限として対 GDP 比 2％とすること、また NATO 東側

諸国防衛のために、ドイツはリトアニア、米国はポーランド、英国はエストニア、カナ

ダはラトビアにそれぞれの軍隊を駐留させることが合意された。ウクライナでの戦闘が

長引くなか、2025 年 6月のハーグにおける NATO合意を受けて、2029年までに直接的

防衛支出を GDP の 3.5％、防衛に関わるインフラ投資は 1.5%の合計 5％まで引き上げ

ることになっている。 

  

 ドイツの国家予算は増加を続けているが、特に防衛予算の伸びは著しい。次ページの

図はドイツの ZEIT 紙に掲載された防衛予算の予想図であるが、2025 年から 2029 年へ

の増加が著しい。2025 年については、図中の赤色の通常予算 620 億ユーロと A 枠の特

別財産による支出 240億ユーロの合計 860 億ユーロ（約 14.6 兆円）が防衛費となる。 
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図：ドイツの防衛費推移予想（出典：Die ZEIT紙i、 June 25, 2025、著者が加筆） 

  

 支出に利用される特別財産とは、「特別財産iiの仕組みを使い通常予算の枠外で防衛支

出を可能にする」iii。特別財産は議会の 3 分の 2 の賛成を得て、通常予算とは別枠で独

自に国債による資金調達を可能とし、特定の支出を急ぐための制度である。これは、図

のなかの色が変わっている A+B+C の部分であり、2025 年から 2027 年までの特別財産

による防衛費支出の合計は１千億ユーロ（約 17 兆円）に達する。特別財産による防衛

費支出が終わる 2028 年以降については、通常の予算のなかで、GDP 比 3.5％の支出が

必要となる。 

 冒頭に述べたように、メルツ首相は就任以来、防衛問題について積極的な発言を続け

ている。首相就任直後の 5 月 22 日には、リトアニアのビルニュスで開催されたドイツ

駐留部隊の開所式典で演説し、ロシアやベラルーシ等に接する NATO 参加国の防衛の

ためドイツ軍の強化を表明したiv。リトアニア駐留のドイツ軍は 4800 人となる予定であ

る。またドイツの防衛産業を代表するラインメタル社がリトアニアで弾薬製造工場を開

設することにも言及している。 

   

 ドイツの防衛費の拡張路線への変化は我が国の防衛費を巡る議論にも大きな影響を

与えよう。ドイツの防衛費増額の背景には、現代の世界における地政学的な変化が反映

しているからである。NATOは参加国への攻撃は NATO全体への攻撃と見做し、NATO

参加国は全体として防衛への義務を負っており、防衛への明確な意思を求められる。ド

イツの防衛費目標が 3.5％となっていることは、防衛への明確な指標となる対 GDP 費水

準が国際的には 3.5%となったことを示している。 

 日米安保条約も基本は日本が防衛への意思を明確に持ち、かつ示すことがその前提で

ある。不要のバラマキではなく、我が国の将来を見据えた議論が必要である。今後も欧

州の動向を注視し、我が国の防衛政策を考えていく必要がある。 

 

（IIMAメールマガジンへの寄稿） 
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